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糖由来のカーボンビーズはC, H, Oにより構成されており、炭素化の進行によりH, O比率が低下し、表面構造が変化する。本測定

により、種々のカーボンビーズに関して、焼成条件による①炭化度への影響、②HやOの構成比、③グルタミン酸の吸着是非、か

ら表面構造に関する知見を得ることができた。

糖由来のカーボンビーズについて、焼成条件が表面構造に及ぼす影響を明らかにし、工業素材化のための基礎的知見を得た。

糖由来カーボンビーズのグルタミン酸吸着


